
道徳教育における家庭と学校の連携
―保護者アンケート調査からの検討―

木 崎 ちのぶ＊

Cooperation Between Home and School in Moral Education :
A Study from the Parents’ Questionnaire Survey

In addition to increasingly diverse and complex values and an aging population with fewer
children, families are becoming smaller. How are these changes manifesting themselves in
moral education at home? The purpose of this study was to examine the nature of coopera-
tion between families and schools in moral education, based on a survey of parents of ele-
mentary and junior high school students, and to obtain suggestions on how schools can sup-
port and complement moral education at home. The survey revealed the following three
points. Parents tend to repeat past discipline received at home. There is a disconnect be-
tween the information sought by parents and the information provided by the school. Parents
think that the content of school moral instruction should be acquired both at home and at
school. The above results were discussed and the following recommendations were made. A
place and system should be created between the home and school where information and
consultation can be exchanged on children’s moral education. Parents should be share more
about their children’s development through moral education classes and teaching materials.
And so on.

Ⅰ 問題の所在

現代は、価値観が多様化・複雑化し、少子高齢
化が進んでいる。さらに、家庭では一世帯当たり
の人員数が減少し、「家族の小規模化1」が進んで
いる。世帯構造と状況について1986年と2022年を
比較すると、世帯数が3754万世帯から5431万世帯
へと増加、平均世帯人員が3.22人から2.39人へと
減少、世帯構造別「児童・生徒（18歳未満の未婚
の子）のいる世帯の割合」が46％から18％へと減
少、その内訳の核家族は70％から84％へ増加した2。
家庭構造の変化から、家庭で道徳教育に関わる人
が親に限定されつつあることがみてとれる。家庭
の変化が家庭における道徳教育にどのように現れ
ているか、家庭の実態を明らかにする必要がある
と考える。

さらに教育基本法第十条とこども基本法第三条
の五では、子の教育（こどもの養育）について父
母その他の保護者が第一義的責任を有し、心身共
に育成することをあげている。河合（2002）は
「道徳教育の根本は家庭にある3」と早くから主張
し、竹内（2021）も「人間教育の基盤が家庭にあ
ることは今も昔も変わらない4」と述べている。法
制的にも施策的にも家庭における子どもの道徳性
の育成が重視されている。保護者は道徳教育をど
う認識し、家庭で自分の子どもにどう道徳教育を
しているだろうか。実態を明らかにし、家庭での
道徳教育の在り方とそれに対応した支援策を考察
する必要がある。
その一方、学校における道徳教育について文部

科学省は、道徳教育の抜本的改善・充実を掲げ
「特別の教科 道徳」を新設し、学校、家庭、地
域が連携した道徳教育の実現に取り組んでいる。
学校と家庭、地域の連携が特に強調され始めたの＊ 昭和女子大学現代教育研究所 研究員
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は、1995年4月に文部大臣が第15期中央教育審議
会に「二十一世紀を展望した我が国の教育の在り
方」について検討を求めてからである。答申では、
第2部において「学校・家庭・地域社会の役割と
連携の在り方」が詳しく述べられている。その当
時から伊藤（1996）は「連携は、双方向において
行なわれること5」が大切であり、その効果は
「学校中心の視点では出て来ない」と述べ、竹内
（1996）は連携の「実態は決してうまくいってい
るとは言えない状況6」だと述べている。
CiNiiを用い、2000年から2023年の期間で家庭

と学校の道徳教育連携に関わる論文を検索した。
キーワードは、道徳、連携、家庭、学校、道徳性、
道徳教育、保護者、とし4語または3語の組合せ
で検索したところ、重複を除き60件該当した。論
文の内容は、学校視点からの連携の考察が多く、
連携するための資料や教材開発、保護者が関わる
授業の検討と実践例など、学校・教員側から提供
するより良い連携の方策についての道徳教育研究
がほとんどであった。他方、保護者の意識調査な
どを取り入れた保護者の視点を中心とした論文は
2件に過ぎなかった。道徳教育における連携につ
いて、保護者の視点や実態を踏まえた具体的な連
携についての再検討や研究が求められている。
なお、家庭と学校の道徳教育の連携においては

道徳性の発達を考慮することが大切である。ホフ
マン（2001）は、個人的欲求と社会的義務が葛藤
するなかで、道徳的内面化が進んでいく7と捉え
ている。さらにコールバーグ（1987）は、「グル
ープや制度への参加8」による「役割取得の機会9」
が多様化することを通して道徳性が発達すると述
べている。
以上を踏まえて、家庭と学校の連携の在り方を

研究することが必要だと考える。

Ⅱ 研究の目的

家庭の道徳教育の充実を図るために、家庭にお
ける道徳教育の実態を基にして、家庭と学校との
間でどのような連携が求められるかを保護者への

質問紙調査をもとに考察し、示唆を得ることを目
的とする。
本研究を進めるにあたって、研究テーマに関わ

る用語について確認しておく。連携とは、家庭と
学校が互いに連絡を取りながらそれぞれの特徴を
生かして協力し、双方向で働きかけ、子どもの道
徳教育に取り組むことと捉える。
文部科学省は学習指導要領で、道徳教育の目標

を「自己（人間として）の生き方を考え、主体的
な判断の下に行動し、自立した人間として他者と
共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養
うこと10」（カッコ内は中学校）としている。道
徳性については学習指導要領解説の中で「人間と
してよりよく生きようとする人格的特性であり、
（道徳教育は）道徳性を構成する諸様相である道
徳的判断力、道徳的信条、道徳的実践意欲と態度
を養うこと11」（カッコ内は小学校のみ）として
いる。本研究では、道徳教育ならびに道徳性に関
しては、学校現場が依拠する文部科学省の示す学
習指導要領及び学習指導要領解説の捉え方を踏襲
して検証を進めていくこととする。
学校における道徳教育は「特別の教科 道徳」

を要として、学習指導要領に則って、学校全体で
取り組まれるものであり、家庭における道徳教育
は、「親の生活態度や生き方が反映する道徳への
無意図的な関わりと意図的な関わり、つまりしつ
けからなる12」私教育であると位置付ける。本研
究では、特に家庭における道徳教育のうち意図的
な関わりであるしつけを取り上げ、調査し分析す
る。
以上を確認し、本研究は、道徳教育における家

庭と学校の実践上の特徴を踏まえて、学校が家庭
の道徳教育を支援・補完する連携について、小・
中学生保護者を対象に質問紙調査を実施し考察す
る。
リサーチクエスチョンは、次の4点である。①

家庭における意図的な関わりである子どもへのし
つけの実態（しつけの内容と考え、接し方、発達
に即した特徴）はどうか、②学習指導要領に記載
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されている道徳の内容について保護者は子どもが
どこで身につけるべきと考えているか、③学校が
提供する道徳教育の具体的な連携の方策や取り組
み等について保護者の認識や考え、態度、関わり
はどうか、④これからの家庭と学校の連携の仕方
について保護者は何を望んでいるか、である。

Ⅲ 研究の方法

1．調査方法
家庭における道徳教育の主な担い手である保護

者を対象に質問紙調査を実施した。なお本研究は、
武庫川女子大学倫理審査会の審査で承認を得て質
問紙調査を実施している（承認番号1808-MWUIE
-A-006）。

（1）調査対象
東京都内公立小学校2校・中学校5校（計7校）

の小学1年生から中学3年生の保護者を対象とし
た。元小学校校長から前に勤めていた小学校を中
心にA区立小学校数校を紹介してもらい、同様に、
現職の中学校校長や元中学校校長から協力候補の
中学校を紹介してもらい、研究趣旨に同意いただ
いた学校で質問紙調査を実施した。依頼校の校長
には、質問紙の内容や文言について事前に確認し
てもらい、保護者への協力依頼を校長名で出して
もらった。
2,175件の保護者家庭に配布し、1,153件の回答

を得た。回収率は53％であった。内訳は、小学校
は2校で配布796件、回答445件、回収率56％、中
学校は5校で配布1,379件、回答708件、回収率51％
であった。回収率はやや小学校の方が高かった。
中学校の回収率が低くなることを予想して中学校
の実施校数を多くし、回収期間を長く設定したた
め、全体の回答数では、中学校の回答数の方が多
くなった。無回答については分析時に一部除外し
た。そのため、設問ごとに回答数が異なった。

（2）調査手続き
2018年9月から2019年3月まで順次実施した。

各校に協力依頼し、児童・生徒を通して家庭に
「調査協力のお願い」と「アンケート調査用紙」を
配布し、学級担任に回収してもらった。小学校の
回収期間は2週間としたが、中学校は回収率を上
げるために校長のご配慮から4週間の回収期間と
した。調査結果についてはSPSS Statistics ver.28.
0.1.0（142）による統計分析を用いた。

2．結果と考察
属性について、学校種別で保護者の年齢、子ど

もとの関係、雇用形態の割合を表1に示した。回
答者は母親が91％と多く、79％が就業（正規職ま
たは臨時）しながら子育てする状況であった。子
どもの学年（兄弟姉妹を含む複数回答あり）は、
小学1年100名、2年117名、3年72名、4年62名、

表1 年齢・子どもとの関係（性別）・職業（雇用形態）
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5年96名、6年73名、中学1年280名、中学2年
240名、中学3年185名であった。小学生39％、中
学生61％であった。

（1）しつけ（子どもへの意図的な関わり）の実態
1）しつけの方針の決定者
しつけの方針の決定者について、保護者の男女

別の結果を図1に示した。全体では、母親が45％
で一番、次に家族で話し合いが33％であったが、
保護者の男女別でみると、女性の保護者では母親
と回答した割合が47％で最も多かった。男性の保
護者では家族で話し合いと回答した割合が48％で
最も多く、次いで父親と回答した割合が23％で
あった。
また、しつけの方針の決定者について、発達に

即した特徴があるか3回答に絞り学年別に比較し
た（図2）。小学1―3年は家族で話し合う家庭が
最も多く（44％）、小学4―6年以上は母親の割合
が増えた。父親の割合は、母親より小さいが、中
学1年との比較では中学2年で7㌽、中学3年で

9㌽増えた。つまり、小学1―3年のうちは家族
で話し合ってしつけの方針を決めているが、子ど
もが小学4―6年以上になると母親が中心となる
傾向にあった。また、父親の割合が中学2年では
19％、中学3年では21％であったことから、進路
決定や将来にむけて父親の助言がしつけに反映さ
れていることが推測できる。

2）しつけで一番大切にしていること
しつけで一番大切にしていることについて保護

者の男女別結果を図3に示した。
全体では、善悪の判断29％、思いやりの心21％、

生活習慣19％の順であった。保護者の男女別にみ
ると、男性の保護者は「生活習慣」が「善悪の判
断」と同じく25％で、女性の保護者との間に有意
な差があった。
また、しつけで一番大切にしていることについ

て、発達に即した特徴があるか学年別に比較した
（図4）。学年別の「善悪の判断」の割合は、小学
1―3年と中学2年が31％で一番多かった。また、

図2 しつけの方針の決定者（学年別） N＝1032

図1 しつけの方針の決定者（男女別） N＝1127
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「思いやりの心」の割合は、小学1―3年が25％で
最も多かったが、上位学年になるほど少ない傾向
であった。「生活習慣」の割合は、小学4―6年の
24％が最も多いが、「思いやりの心」と同様に上
位学年になるほど少ない傾向であった。小学4―
6年の保護者は、「生活習慣」を重視しており、他
学年の中で唯一、「思いやりの心」の割合を上回っ
た。「生活習慣」の重視は、小学4―6年と中学3
年との間で、9㌽の差があった。中学3年の特徴
として、「社会のルールを守る」「自分を大切にす
る」が他の学年と比べて多かった。
どの学年においても保護者は「善悪の判断」を

最重視していた。道徳教育の面から捉えると、道
徳的正しさの判断思考や判断過程を教えたい保護
者が多いことを示していた。小学4―6年では
「生活習慣」を2番目に重視するのが特徴で、保
護者が道徳的行動・習慣をこの小学4―6年の時

期に身につけてほしいと考える傾向がうかがえた。
小学生高学年から中学生前半の少年期は、集団生
活が始まり自律の道徳へ発達する時期である。中
学3年においては、生活習慣がすでに身につけて
いる時期と解釈できる。中学3年は「社会のルー
ルを守る」ことや「あいさつ・言葉づかい」など
が他の学年と比べてみても高い割合でみられるこ
とから、社会人としての道徳的行動を期待する時
期と推測できる。

3）しつけを行う時必要なこと
「家庭で教育やしつけを行う時、必要なことは
何だと思うか」について、10の選択肢から3つま
で複数回答を求めた（図5）。その結果、「親子の
信頼関係がある」29％、「親子で向き合う時間が
ある」21％、「親子で話し合いをする」20％の順
であり、3位までの親子関係で70％となった。4

図4 しつけで一番大切にしていること（学年別） N＝959

図3 しつけで一番大切にしていること（男女別） N＝993
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･5位は「夫婦の方針が一致している」9％、「夫
婦仲が良い」7％となった。サポートや支援、環
境より、親子関係や家族構成メンバーを重視して
いた。

4）保護者の姿勢に影響を及ぼした人
自己形成に影響を受けた人物（図6）は、全体

では母親が54％で最多だった。男女別に見ると、
男性の保護者では、自分の父親から影響を受けた
とする人が30％で、母親から影響を受けたとする
人が29％でほぼ同数であったが、女性の保護者で

は、自分の母親から影響を受けたとする人が57％
であり、父親から影響を受けたとする人は15％で
あった。男性の保護者は、自分の父親、母親から
ほぼ同じ程度影響を受けたと認識しているが、女
性は同性の親から大きく影響を受けたと認識して
いる傾向が顕著にみられた。

5）自分が受けた親からの教育の影響
「自分が受けた親からの教育を同じように行っ
ていると思うことがあるか」を4段階で尋ねると
（図7）、「よくある」18％と「ときどきある」56％

図6 自己形成において一番影響を受けた人 N＝1116

図7 親からの教育を同じように行っていると思うことがあるか N＝1142

図5 家庭で教育やしつけで必要なこと（3択）
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で計74％となった。保護者は、自分が受けた教育
を同じように子どもに対して行っていることがみ
てとれる。柴野（1995）は「しつけは、しつけ手
ないし社会化エージェントが、ことさらしつけ方
法を習得したうえで、しつけ行為を行うというも
のでなく、われわれは、間主観的な生活世界にお
ける実際的、日常的知識に準拠して当然のことと
して振る舞う13」と述べている。本調査でも、自
分が受けた教育・しつけを同じように繰り返す傾
向にあった。

6）思春期の特徴と道徳教育の悩み
連携について自由記述を求めたところ（回答201

件：中学生保護者110件・小学生保護者91件）、
「中3男子ともなると学校と家庭では別人格で過
ごしている。学校行事や参観に参加するが、子ど
もはとても嫌がる。そのため学校でどう過ごして
いるかを知ることができない」、「子が家庭で話さ
ない」、「学校の様子が分からない」等、主に中学
生保護者が述べ、情報交換を望む声があった（表
2）。自分の子どもから学校や子ども自身の情報
を得ることができない保護者の実態があり、学校
での様子・子どもの情報を、学校から提供・共有
してもらいたいと考えていた。

（2）各道徳内容についてどこで身につけると考
えるか

学習指導要領に示されている道徳教育の内容項
目は、「A主として自分自身に関すること」「B主
として人との関わりに関すること」「C主として
集団や社会との関わりに関すること」「D主とし
て生命や自然、崇高なものとの関わりに関するこ
と」の4つの視点14からそれぞれに示されている。
この内容項目から20項目を選び、主にどこで身に
つけるべきか、家庭から学校まで5段階で回答し
てもらった。評価段階は「1家庭で身につけるべ
きだと思う」「2どちらかといえば家庭で身につ
けるべきだと思う」「3家庭と学校の両方で身に
つけるべきだと思う」「4どちらかといえば学校
で身につけるべきだと思う」「5学校で身につけ
るべきだと思う」とした。
まず、「A主として自分自身に関すること」に

含まれる内容項目（表3―1のア―エ）の「ア生活
習慣を身につける」では「家庭」が54％、「どち
らかといえば家庭」が22％で、76％が家庭を中心
に考えていた。「学校」の回答は0％であった。
「イ責任ある行動をとる」「ウ善悪を判断し善い行
動を行う」「エあいさつ・言葉づかいを大切にす
る」では、「家庭と学校の両方」と考える場合が

表2 自由記述欄より
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一番多く、「家庭」の回答は14％―23％ほどで、
「学校」の回答は1％未満だった。内容項目に対
する保護者の考えを学校種別で比較するために、
5段階の回答を間隔尺度として扱った上で、対応
のないt 検定を行った。その結果、「ウ善悪を判
断し善い事を行う」の項目について、有意差が認
められた（t（988）＝2.25，p＜.01）。中学生保護
者（M＝2.40）の方が小学生保護者（M＝2.53）
よりも家庭で身につけるべきだと考えていた。他
の項目では有意差は見られなかった。
次に「B主として人との関わりに関すること」

に含まれる内容項目（表3―2のオ―ク）では、4
項目とも、「家庭と学校の両方」と考える家庭が
50％を超えた。「オ思いやりの心を持ち親切にす
る」「キ年長者を敬う」「ク感謝の気持ちを大切に
する」の3項目は、「家庭」の回答は20％程度で、

「学校」の回答は1％未満だった。「カ友情を大切
にする」では、「学校」「どちらかと言えば学校」
の回答が35％だった。対応のないt 検定を行った
ところ、「オ思いやりの心を持ち親切にする」の
項目について、有意差が認められた（t（981）＝
1.99，p＜.05）。中学生保護者（M＝2.44）の方
が小学生保護者（M＝2.54）よりも家庭で身に
つけるべきだと考えていた。同様に「キ年長者を
敬う」も有意差が認められ（t（1108）＝2.07，p
＜.05）、中学生保護者（M＝2.38）の方が小学生
保護者（M＝2.49）よりも家庭で身につけるべ
きだと考えていた。
更に「C主として集団や社会とのかかわりに関

すること」の項目（表3―3のス―ト）の、「ス社
会規範を守る」「セ公正公平な心・正義観を持つ」
「ソ働くことのよさ」では、「家庭と学校の両方」

表3―1 道徳内容：A主として自分自身に関すること（ア―エ）

表3―2 道徳内容：B主として人との関わりに関すること（オ―ク）
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が68％―76％であった。「タ家族で協力する」で
は92％、「チ家の手伝いをする」では93％、「ツ父
母（祖父母）を敬愛する」では82％が「家庭」
「どちらかと言えば家庭」と答えた。「学校」の回
答はほとんどなかった。対応のないt 検定を行っ
た結果、「タ家族で協力する」で、有意差が認め
られた（t（896）＝1.97，p＜.05）。中学生保護者
（M＝1.37）の方が小学生保護者（M＝1.45）よ

りも家庭で身につけるべきだと考えていた。そし
て「テ文化や歴史を大切にする」で有意差が認め
られたが（t（1007）＝2.44，p＜.05）、小学生保
護者（M＝3.00）の方が中学生保護者（M＝3.10）
よりも家庭で身につけるべきと考えていた。
最後に「D主として生命や自然、崇高なものと

の関わりに関すること」に含まれる内容項目（表
3―4のケ―シ）では、4項目とも「家庭と学校の

表3―3 道徳内容：C主として集団や社会との関わりに関すること（ス―ト）

表3―4 道徳内容：D主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること
（ケ―シ）
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両方」が一番多くなっていた。「ケいのちを大切
にする」「コ生きる喜びと自尊心を大切にする」で
は、30％超が「家庭」「どちらかと言えば家庭」と
回答した。「サ自然環境を大切にする」「シ感動す
る心を持つ」では77％以上が「家庭と学校の両方」
と捉えているが、4項目とも「学校」の回答は1％
未満だった。
以上の結果をまとめ、評価段階の1と2を「家

庭で身につけるべき」、3を「家庭と学校の両方
で身につけるべき」、4と5を「学校で身につけ
るべき」とし、各項目を一番選択の割合の高いと
ころに位置づけたのが表4である。20項目のうち
4項目「生活習慣を身につける」「家族で協力す
る」「家の手伝いをする」「父母（祖父母）を敬愛
する」では、「家庭で身につけるべき」に位置づ
けられた。他16項目では、「家庭と学校の両方で
身につけるべき」に位置づけられた。「学校で身
につけるべき」は一つもなかった。保護者は学校
の道徳指導内容を家庭及び家庭と学校の両方で身
につけるべきだと考えており、道徳的価値につい
て家庭での役割を認識していたといえる。保護者
が家庭のしつけで考え望んでいることが「『道徳』
の指導要領の中の指導目標として掲げられるもの
と一致するものが非常に多い15」ため、多くの項
目で「家庭」、または「家庭と学校で身につける

べき」と捉えたと推測できる。連携において、子
どもに身につけてほしい道徳内容について、共通
認識を持って取り組むことの必要性が示唆される。

（3）学校が提供する道徳教育の連携の方策につ
いての意識

表5―1に学校が提供する家庭との連携の方策
について（①―⑤）、保護者の対応・実態を校種別
にまとめ、クロス集計で示した。①学校の「道徳
教育の計画」について、56％が「あまり知らない」
「まったく知らない」と答えた。②道徳の教科書・
教材を家庭で読んだり話し合ったりする経験につ
いての質問では、「まったくない」50％、「あまり
していない」39％であった。一方、③学校行事へ
の参加は85％と積極的に行われていた。小学生保
護者の方が、中学生保護者よりも積極的に参加す
る傾向にあり（χ2＝36.47，df ＝3，p＜.001）、
「いつも参加する」と回答したのは小学生保護者
44％で中学生保護者28％であった。④自校のホー
ムページを閲覧したのは、小学生保護者51％で、
中学生保護者68％と、中学生保護者の方が17㌽高
かった（χ2＝44.33，df ＝3，p＜.001）。⑤道徳
の公開授業は、全体では27％が参加していた。小・
中で比較すると、小学生保護者41％が中学生保護
者18％よりも23㌽高く「参加」していた（χ2＝

表4 保護者が考える道徳的価値について
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72.45，df ＝3，p＜.001）。
次に学校が提供する連携の方策に対する保護者

の関わり方と考えについて（表5―2の⑥―⑨）、
回答4段階を校種別のクロス集計で確認した。⑥
保護者が協力する授業でのゲストティーチャーは、
「あまり参加したくない」「参加したくない」が77％
であった。⑦地域における保護者対象の道徳授業
は、「あまり望まない」「望まない」が57％であっ
た。⑧定期的に学校の先生と子どもについての意
見交換は、「ぜひしたい」「時間があればしたい」
が90％であった。⑨子育て教育にかかわる講習会

への参加は、54％は「内容による」と考え、28％
は「時間があれば参加したい」と考えていた。こ
れらの保護者の関わり方と考えには校種別の有意
な違いは見られなかった。
また、学校が保護者と連携をはかる具体的な運

動や活動について（表5―3の⑩―⑭）、それに対
する保護者の重要性の尺度回答「大切」から「大
切ではない」までの4段階を校種別のクロス集計
で確認した。⑩あいさつ運動、⑪生活習慣を身に
つける運動、⑫環境美化運動、⑬職場見学活動に
ついては、校種に関係なく、約95％以上の保護者

表5―2 連携の方策について保護者の関わり方・考え

表5―1 連携の方策について保護者の対応・実態
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は「大切だと思う」「まあ大切だと思う」と考え
ていた。しかし、⑭親子宿泊体験学習（N＝1121）
の大切さについては、肯定的と否定的な回答がほ
ぼ半数ずつとなり、中学生保護者よりも小学生保
護者の方が大切だと考える傾向があった（χ2＝
24.69，df ＝4，p＜.001）。

同様に連携の活動について（表5―4の⑮―⑲）、
保護者の関わり方と主体的協力の意思を4選択肢
「参加・協力したい」「必要だが協力できない」
「学校を中心にやってほしい」「その他」で尋ね、
校種別クロス集計で確認した。⑮あいさつ運動・
⑯生活習慣を身につける運動・⑰環境美化運動へ
の協力には、35％―40％が「参加・協力したい」
だった。⑯生活習慣を身につける運動では、「参

加・協力したい」が小学生保護者38％でやや高い
一方、「必要だが協力できない」が中学生保護者
38％でやや高かった（χ2＝8.00，df ＝3，p＜.05）。
また、⑱職場見学活動（保護者の職場を見学し働
くことのよさを知るなど）、⑲親子宿泊体験学習
については、37％―39％の小学生保護者が協力し
たいと考えていたが、中学生保護者では低かった
（⑲χ2＝32.28，df ＝3，p＜.001）。これらの⑮―
⑲の連携する活動について、「その他」には「運
動をしなくても当然家庭で取り組んで行うべき」
「学校と家庭それぞれで行えばよい」「内容次第」
「都合次第」の記述があった。

以上の結果から、連携の活動に関して、保護者
は連携の重要性を認識していたが、「参加・協力

表5―3 連携の活動について保護者の大切さの認識

表5―4 連携の活動について保護者の関わり方・考え
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できない」「学校を中心にやってほしい」等、積
極的に連携活動に対応できないというずれが確認
できた。また、保護者は自分の子どもについて、
学校・教員と情報共有したいと希望していること
も明らかになった。

（4）これからの家庭と学校の連携の仕方について
これからの家庭と学校の連携の仕方について自

由記述を求め、201件の回答を得た。内容を精査
し、5つのカテゴリー①連絡・情報、②改善方法、
③問題点、④企画・イベントの提案、⑤学校行事
について、に分類した。具体的内容と件数を表6
に示した。
連絡・方法については「SNSを活用して情報共

有したい」という意見が最多で、特に「子」に関
して直接データを受信したいと保護者は述べてい
た。「メールを活用したい」「意見交換をしたい」
「情報が欲しい」という声も多く、具体的ツール・
方法についての記述は様々だが、「連絡帳をもっ
と活用したい」（17件）という意見も多くあった。
校種別比較では、思春期の特徴で上述した通り、
中学生保護者が、子どもが話さないため様子が分
からず情報が欲しいと回答した。小学生保護者も
情報を共有したいと回答している点においては共
通していた。これは先に木崎（2019）が小学生保

護者対象に行った調査結果と共通していた16。
改善方法については、「授業について子どもが

家庭で話すことで共有する」「学校・家庭・地域
の連携がもっと必要」だと述べる一方で、「教師
の負担をこれ以上増やしたくない」という意見も
あった。問題点や改善方法をあげ、連携の難しさ
についても捉えていた。
保護者が希望する子どもに関する情報をどのよ

うに学校と共有していくか、学校はどのように提
供していくか、検討が必要である。

Ⅳ まとめと今後の課題

本研究では、小・中学生保護者対象の質問紙に
よるアンケート調査を行い保護者の実態や意見を
明らかにし、家庭と学校が連携する道徳教育につ
いて検討し、今後の連携の取り組みへの示唆を得
た。
その結果、連携に向けて導き出された特性と課

題として、特に次の3点が確認できた。これらは、
小・中の校種別分析においても共通している。①
保護者は自分が受けた家庭の道徳教育における意
図的な関わりであるしつけを同じように子どもに
繰り返す傾向があること、②家庭・保護者と学
校・教員との間に、情報や連携の認識などの多様
なずれがあること、③学校の道徳指導内容を家庭

表6 自由記述による意見
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及び家庭と学校の両方で身につけるべきだと考え
ていることである。
以上を踏まえて、求められる連携への示唆とし

て、保護者と学校の対応を次の通り指摘できる。
まず保護者の対応として、第1に、保護者は家

庭の道徳教育・しつけの重要性を自覚しているた
め、家庭から学校へと連続しつつ共に道徳教育を
行う連携について協働意識を持って臨むことが可
能であり、その姿勢が必要となる。第2に、保護
者は学校の道徳指導内容を家庭及び家庭と学校の
両方で身につけるべきだと考えているため、連携
の内容・子どもに身につけてほしい道徳内容を学
校と情報共有し共通認識を持って取り組むように
心がける。第3に、保護者は家庭の道徳教育の役
割を自覚しているが自分が受けた教育を同じよう
に行う傾向がある。自分の子どもを広い視野から
教育するためにも、学校と協力体制をつくり、信
頼関係を築くようにすることである。
学校の対応としては、第1に、学校は家庭と学

校間に子どもの道徳教育についての情報交換と相
談の場・体制を確立することである。第2に、学
校は道徳授業や教材を活用し、保護者が子どもの
成長をもっと共有できるよう工夫することである。
第3に、学校は子どもに小・中学生の発達段階に
応じた役割取得の機会を与え、未来の親を育てる
工夫をすることである。家庭では自分が受けた教
育を同じように繰り返す傾向があることから、子
どもが親の立場を役割取得できる機会を充実させ
ることが大切だと考える。第4に、学校は保護者
と子どもが共に活動や体験する場・機会を多く設
定し、家庭の道徳教育に生かしていけるようにす
ることである。加えて第5に、学校は「ネットワ
ーク17」の窓口となり、保護者が子育てを支えて
くれる人々とつながり、提供されている支援シス
テム・サポート体制等を活用して、家族が小規模
化しても孤独感や重責を背負わないよう社会全体
で支えることも提案したい。
家庭と学校の道徳教育の連携では、子どもの道

徳的成長を互いに共有しながら、それぞれの特徴

を生かして、子どもが体験や思考を深め、自ら道
徳性を発達できるように留意する必要がある。
今後の課題としては2点があげられる。第1に、

問題を抱えている家庭や支援を必要としている家
庭など、その保護者を調査対象に加え、実態と課
題を明らかにする必要があると考える。第2に、
本調査結果を踏まえて、学校・教員を対象とした
調査を行うと共に、本研究の提案を検証し、深め
る研究が必要だと考える。
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